
習志野市立小学校及び中学校における学習用タブレット型情報端末等の利用及び管理

に関する要綱を次のように定める。 
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習志野市教育委員会教育長告示第３号 

習志野市立小学校及び中学校における学習用タブレット型情報端末等の利用及び管

理に関する要綱 

習志野市立小学校及び中学校における学習用タブレット型情報端末の利用及び管理に

関する要綱（習志野市教育委員会教育長告示第２号）の全部を改正する。 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、習志野市立小学校及び中学校（以下「学校」という。）における学習用

タブレット型情報端末（以下「タブレット端末」という。）及びモバイルルーターの利用及び管

理について、必要な事項を定めるものとする。 

 （利用目的） 

第２条 タブレット端末を利用する目的は、学校の教育課程に則った学習の質の向上、学習

内容の定着、校務の効率化及び学校と家庭との情報共有に資することとする。 

 （所有者等） 

第３条 タブレット端末の所有者は、習志野市教育委員会とする。 

２ タブレット端末の管理責任者は、学校の長（以下「校長」という。）とする。 

 （管理責任者の責務） 

第４条 管理責任者は、全てのタブレット端末が最良の状態で利用できるように、保管場所

を定め、適正に管理しなければならない。 

２ 管理責任者は、全てのタブレット端末が適切に利用できるように、利用状況を把握し、必

要に応じて指導及び助言を行う。 

３ 管理責任者は、次に掲げる事項を全て満たしている場合に限り、アプリケーションをタブ

レット端末にインストールすることができる。 

（１） アプリケーションが第２条の目的を達成するために有益であること。 

（２） アプリケーションの作成者が信頼できるものであること。 

（３） アプリケーションのインストールが有料である場合は、事前に教育長との協議を行っ

たこと。 

４ 管理責任者は、定期的にタブレット端末を確認し、不要なデータ等をその都度削除しなけ

ればならない。 

 （利用者） 

第５条 タブレット端末を利用することができる者は、学校に在籍する児童生徒とする。 



２ タブレット端末を利用しようとする児童生徒及びその保護者（学校教育法（昭和２２年法律

第２６号）第１６条に規定する保護者をいう。以下同じ。）は、管理責任者に対し確認書（別

記様式）を提出しなければならない。 

 （利用者の責務） 

第６条 前条第２項の確認書を提出した児童生徒（以下「利用者」という。）及びその保護者

（以下これらを「利用者等」という。）は、善良な管理者としてタブレット端末を適切に管理し、

毀損、紛失、盗難等の防止に十分注意しなければならない。 

２ 利用者等は、転出、卒業等により学校に在籍しなくなる場合は、タブレット端末に保存し

たデータを削除し、タブレット端末及びその付属品について原状回復した上で、在籍期間

が終了する日前までに学校に返却しなければならない。 

３ 利用者の保護者は、第９条第１号に該当したとき及び利用者等の故意又は重大な過失

によりタブレット端末の全部又は一部が利用できなくなったときは、当該タブレット端末の

修理又は購入に係る費用を負担するものとする。 

 （適正利用等） 

第７条 利用者等は、タブレット端末の適正な利用のため、不正アクセス行為の禁止等に関

する法律（平成１１年法律第１２８号）、著作権法（昭和４５年法律第４８号）、個人情報の

保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）その他関係法令を遵守しなければならない。 

２ 利用者等は、タブレット端末について、次に掲げる行為を行ってはならない。 

 （１） 第２条の目的以外の目的のために利用すること。 

 （２） セキュリティ対策のある信頼できる Wi-Fi 以外に接続すること。 

 （３） ID 及びパスワードを変更し、及び漏えいすること。 

 （４） メールアドレス、クラウド用アカウント等を作成すること。 

 （５） 個人情報をインターネット上に掲載すること。 

 （６） 正当な理由なくハードウェア又はソフトウェアの設定を変更すること。 

 （７） ソーシャル・ネットワーキング・サービスを利用すること。 

 （８） アプリケーション内において課金すること。 

 （９） Windows 等において制限を解除すること。 

 （10） 管理責任者の許可を得ていない USB等外部記録媒体を接続すること。 

 （11） その他情報セキュリティに脅威を及ぼすと判断される行為をすること。 

３ 利用者が学校外でタブレット端末を利用した場合の通信費については、第１０条第１項各

号（第４号を除く。）に定める場合を除き、利用者の保護者が負担する。 

４ 有料サイトの使用料、アプリケーションの課金等利用者等が行った行為によって発生した

費用については、利用者の保護者が負担する。 

 （利用の停止） 

第８条 管理責任者は、前条第１項及び第２項の規定に違反した利用者等に対し、改善する

よう指導しなければならない。この場合において、指導後も改善がみられないときは、管

理責任者は、当該利用者のタブレット端末の利用を停止する。 

http://srb.gyosei.asp.lgwan.jp/HAS-Shohin/jsp/SVDocumentView
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 （事故及び障害） 

第９条 利用者等は、タブレット端末について次に掲げる事故及び障害（以下「事故等」とい

う。）が発生した場合は、直ちに管理責任者に報告しなければならない。 

（１） タブレット端末を毀損し、若しくは紛失したとき又は盗難の被害に遭ったとき。 

（２） パスワードが第三者に漏えいした可能性があるとき。 

（３） タブレット端末が正常に動作しなくなったとき。 

（４） データの改ざん若しくは抹消、不正利用、無権限者のアクセス、コンピュータウイル

スの侵入等又はそれらのおそれのある事実を発見したとき。 

 （モバイルルーターの貸与） 

第１０条 次の各号のいずれかに該当するときは、教育長は、利用者の保護者（オンライン

授業を受けるためのインターネットの通信環境が整っていない者であって、教育長が認め

たものに限る。）（以下「貸与対象者」という。）に対し、管理責任者を通じてモバイルルータ

ーを貸与する。 

 （１） 臨時休業、学年閉鎖、学級閉鎖その他利用者が登校できない状況が生じ、オンライ

ン授業を実施するとき。 

 （２） 長期入院又は療養によって、利用者が登校できない状況が生じたとき。 

 （３） 登校できない利用者の学びの保障のために校長が必要と判断したとき。 

 （４） その他教育長が必要と認めるとき。 

２ 前項の規定により、モバイルルーターを貸与する期間は、同項第１号に該当する場合は

オンライン授業を実施する期間とし、同項第２号から第４号までのいずれかに該当する場

合は教育長がその都度定める。 

３ 第１項の規定により貸与したモバイルルーターの使用に係る通信費については、同項第

１号から第３号までのいずれかに該当するときは原則として市の負担とし、同項第４号に

該当する場合は原則として貸与対象者の負担とする。 

４ 貸与対象者は、次の各号のいずれかに該当するときは、管理責任者を通じて教育長に

モバイルルーターを返還しなければならない。 

 （１） 第１項に定める貸与対象者の要件に該当しなくなったとき。 

 （２） 第２項に定める貸与期間が終了したとき。 

 （３） 貸与対象者がモバイルルーターを必要としなくなったとき。 

 （４） その他教育長が必要と認めるとき。 

５ 第６条第１項、第７条第１項及び第２項、第８条並びに第９条の規定は、モバイルルータ

ーの貸与について準用する。 

 （報告） 

第１１条 管理責任者は、第９条（前条第５項の規定により準用する場合を含む。）の規定に

より事故等の報告があったときは、速やかに教育長に報告しなければならない。 

 （協議） 



第１２条 この要綱に定めるもののほかタブレット端末の利用及び管理に関して疑義が生じ

た場合は、管理責任者と教育長との間で協議するものとする。 

 （補則） 

第１３条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和３年１０月１日から施行する。 

附 則 （令和５年教育長告示第１号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 （令和５年教育長告示第３号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

 

  



別記様式（第５条第２項） 

（表） 

確認書 

  

学校長 宛て 

 

 裏面記載の習志野市教育委員会が所有する学習用タブレット端末の利

用における重要事項について、確認しました。 

 

  年   月   日 

 

  所属： 習志野市立           学校 

  児童生徒氏名 ：                

  保護者氏名  ：             （自署） 

  



（裏） 

 

学習用
がくしゅうよう

タブレット端末
たんまつ

の利用
り よ う

における重要
じゅうよう

事項
じ こ う

 

 

１  タブレット端末
たんまつ

は、学校
がっこう

や家庭
か て い

での学習
がくしゅう

及び学校
がっこう

と家庭
か て い

との連絡
れんらく

に限
かぎ

り利用
り よ う

します。 

 

２  タブレット端末
たんまつ

への充電
じゅうでん

は、必要
ひつよう

に応
おう

じて家庭
か て い

でも行
おこな

います。 

 

３  インターネットへのアクセスでは、ルールやマナーを守
まも

り、個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の保護
ほ ご

、人権
じんけん

擁護
よ う ご

、著作権
ちょさくけん

の保護
ほ ご

等
とう

に十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

します。トラブルが発生
はっせい

したら、すぐに学校
がっこう

へ連絡
れんらく

します。 

 

４  タブレット端末
たんまつ

が正常
せいじょう

に使用
し よ う

できなくなった場合
ば あ い

は、すぐに学校
がっこう

へ

報告
ほうこく

します。 

 

５  転出
てんしゅつ

、卒業
そつぎょう

等
とう

の場合
ば あ い

は、タブレット端末
たんまつ

及
およ

びその付属品
ふぞくひん

（充電器
じゅうでんき

、タ

ッチペン等
とう

）を学校
がっこう

に返却
へんきゃく

します。 

 

６  タブレット端末
たんまつ

が家庭
か て い

で紛
ふん

失
しつ

や盗難
とうなん

の被害
ひ が い

に遭
あ

った場合
ば あ い

や、児童
じ ど う

生徒
せ い と

若
も

しくは保護者
ほ ご し ゃ

の故意
こ い

若
も

しくは重大
じゅうだい

な過失
か し つ

によりタブレット端末
たんまつ

が利用
り よ う

で

きなくなった場合
ば あ い

は、修理
しゅうり

又
また

は購入
こうにゅう

にかかる費用
ひ よ う

が保護者
ほ ご し ゃ

の負担
ふ た ん

になる

場合
ば あ い

があります。 

 

７  タブレット端末
たんまつ

で利用
り よ う

した有料
ゆうりょう

サイトの利用料
りようりょう

、アプリケーションの

課金
か き ん

、学校
がっこう

外
がい

でタブレット端末
たんまつ

を利用
り よ う

した場合
ば あ い

の通信費
つうしんひ

等
とう

利用者
りようしゃ

が行
おこな

っ

た行為
こ う い

によって発生
はっせい

した費用
ひ よ う

は、保護者
ほ ご し ゃ

の負担
ふ た ん

とします。 


